































にあげ 。また、その表現 つ は同書で【文献
2】のように述










は発表時前後の新聞、雑誌 記事を精査し、当時、 品がどのように受け止められた かについて詳しく論じている。
村氏は澤村胡




















情景」 、つまり呪う側と呪われる側 を画面に描き、呪う場面として表すことを考えたが、 「唯単に生霊だけを描く」ことにしたとする。つまり、具体的な情景ではなく、女性の怨恨の思いそのものを生霊として描くことに変更し ことを明らかにしている。さら
村氏






そこに添えられた解説には、 題を 「怨霊」 か 「生霊」 にするかで迷うも、国学者に相談して「 きすだま」とした 書かれており【文献
4】 、
やはり題名を 《 としたのはかなり出品ぎりぎ の時のこと ありこのような記事 通じて松園が「いきす ま」あるいは「生霊」を描いたこと 広まったのであろう。
また、 《焔》の制作については松園が発表の翌年である一九一九


































に上を仰ぐ女性の姿が描かれている。 「琴を弾じて居る女 ところへ、髪振乱した女のまぼろしが真向に長い釘を振翳して、藁人形の胸に突指さうとする物凄いところ」 図であろう。
このように初期の構想では謡曲「鉄輪」に発しながらも、丑の刻
参りの女性を描こうとしたり、生霊に驚く女性や、藁人形によって呪われて苦しむ女性を描いてみたりと、恨む側と恨まれる側の両者を登場させ 呪う場面を想定し 試行錯誤をおこなっていたことがわかる。一時は、自分が血 見てぞっとした体験から血を流す様子を描くことにこだわってもいる。そのような凄まじい情念を描く試みのなかで、結局は説明的な要素を棄て、生霊そのものだけを描き、その姿に怨念の情 こめることになったとい のである。この説明は出品前の『大阪新報』の内容とも一致する。
「生霊の題材には六條御息所がついたといふ葵の上のことももと



























いが、要点だけ述べる。一九〇七年に発足した文展は美術の大衆化を進めることになった。文展が、 「観衆」という新たな大衆を生み出したことについては五十殿利治氏が既に論じて る おりである（註
15） 。また誰でも観覧でき、誰でも作品を購入することができた











を描き、濃艶な色彩 盛上げて観者の眼を奪つたのは即ち女作家であつた。観者 何を描いても先づ美人畫 前に集まつた」と女性家の増加、美人画の人気が時代の気分に関わっていたことを指摘する。一九一四年には第一次世界大戦が勃発し、日本は戦争特需 恩恵を受ける。美人画家に限らず、大正期に大小様々なグループによる多様な美術活動を可能 した は 一つには民間の財界人たちの経済力であった（註
20） 。特に美人画は文人画と異なり、特段の知識













分では、自分の画家人生を簡単 振り返っ 語っている。二十歳になった頃、画家として立ってゆ 覚悟を決めてからは絵筆を持たない日は一日も無く、 「着物や頭髪のことなど考へ ひまもありませんから、その時 から今日まで唯だの一度も髷を結つたことがありません」 （註
22）と若い時から華やかに装うことを止めたことを強調す
る。竹内栖鳳のもとで学んだ時には男性の門下生と深い山奥ま 写生に行き、男子に負け いくらい歩けるようになった 述べ 。その次に、女性への批判 言葉が続く。 「女らしいといふことは固よ大切なことでありますが、何ん 場合にでも
怯お
めず臆せず自分の出



















長崎で女学校に通った後上京し、女子美術学校に入学、寄宿生活を送り、早くから絵筆によって自立 た生活を送ったが、後に女子美術学校同窓生たちを核とする女性画家 団体月耀会を結成するなど、 「シスターフッド」的な女性同士のホモソーシャル 連帯を精神的な基盤としていたと考え れる（註
28） 。若い女性や子どもの姿を





ており、一九一六（大正五）年一〇回文展では松園とともに皇后の行啓の際の御前揮毫に選ばれている（図７） 。この時松園は寛政時代の初秋の設定で描いた《月蝕の宵》 （図８）によって永久無鑑査の栄誉を得た。蕉園は天明期の御殿女中に題材をとった 《こぞ けふ》 （図９）によって夫輝方とともに特選 た。さらに翌年も、松園と蕉園の二人は御前揮毫に選ばれるが、蕉園はこの後まもなく逝去する。
松園は永久無鑑査となって女性画家としては別格の存在となって








そしてこれについて石川は、 「私はさうした感情の強き、至純さの上にも一つ静かな観照のヴェールが布かれたらどんなに生彩を増す事だらうか」 「芸術 対する女性の長所と短所とを端的 表現した力作だと信ずる」と述べている。 《焔》 制作過程では直接 呪い 描こうとしていたが、それを捨象した表現に仕上げたものの、評者からはなお、女性としてもう一段感情を内に秘めて押さえた表現 することを求められ いる。おわりに
これまで謡曲「葵の上」と結びつけて解釈されてきた《焔》で













伊藤紫織 「曽我簫白 「美人 （？） 図」 考」 『江戸の鬼才
　
曽我簫白展』






























伊藤たまき「第九回文展の前と後―「 」をめぐる諸相 五味俊晶編 『栗原玉葉』 〇一八年 長崎文献社、 二五六～二七一頁。また前掲、伊藤たまき「上村松園〈焔〉について」も《 》を展覧会システムのなかで論じている。
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］ 』 展、 一九九〇年、
東京国立近代美術館 四～五頁、 「画家の運命と文展の手」 『絵画叢誌』三二七号、 一九一四年一〇月号、 遠眼鏡「新畫の相場」 中央美術』一九一六年九月号、六六頁。
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このような暮らしぶりについては上村松篁「跋にかへて母を語る」前掲、上村松園談 ・ 中村達男編『青眉妙』三二二～三二 頁
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その制作意図を中心に」 『美術史』一八五号、二〇一八年一〇月、一一七～一 七頁。また女性画家としての分析 前掲、児島 「女性画家としての栗原玉葉― 「女性性」 をアイデンティティとして」で詳しく論じた。








































































として、世の凡ての女の持つて居る心持は其れが美であれ醜であれ善であ 悪であれ何もかも知り盡してゐます。あらゆる女人の胸に秘められた秘密、女人 か解く事の出来ぬ心の謎、其等を親しく知つてゐると信じてゐます。殊に獰猛な嫉妬 蛇 様な執着、 物を 焼きさずにおかぬ熱烈な恋、其他怨恨と復讐ど もこれ 余
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出来上つた上でなければ解り せん。始め生霊の憤怒怨恨の対照を判然させます爲に枕元へ立つた時 情景を描かうと思ひましたが唯単に生霊だけを描 ことに致しました。女人 様々な心持を現はしますのに何処を
如どう
苦心




と努力致してゐます。 』話の終わつた時三尺に八尺の大枠が出来上がつて持ち込ま 来た。因に女史 門下生は婦人ばかりで六十余名が親しみ乍ら女史に師事してゐる。（以下略）
【文献


































骨を折つて見ました。彼の謡曲にもあらはれてゐます鉄輪井戸は、今も松原堺町下ル西側にありまして、借屋の人達が、普通に水を汲んで居りますが、その傍 の木の枝や壁に絵馬などが掛かつて居ります。今 も嫉妬 ために願立てをする女があるらしいのです。あれを昔まの草茫々として蛇や蛙の死骸の横つた中の一つ井戸といたしまして、そこ嫉妬に
窶やつ
れて痩せた蒼い神経的痙攣




























めて仏道に入り、行ひすまして居り が、一旦深く思ひ恨んだ観念は、到底抑へ切れず 在時不図むらむらともとの心が蘇生り、どうせ思ひあきらめられぬも なら斯様な偽善な行為をしてゐるよりは思ふ存分呪ふて










とも二道かけ 仇人の…」といふのがありますし、それに蜘蛛の巣は大層凄味を感じさせるからでございます。また同じ袿 模様の藤 花 考へる先きに、葛の葉を描かうかと思ひました。それは謡曲葵 上 文句 「何を嘆くぞ葛の葉の恨みは更につきすまじ…」といふところを利かせよ 考へた でしたが、それでは余り説明に過ぎる嫌ひがあらうと思はれま ので、藤 花を長く蛇の匍ふた形に描いて見たのでござい
【文献
6】	
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